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建国記念の日祝賀式建国記念の日祝賀式
　　日本国建国の意義に思いを馳せ、日本人としての使命を再確認しましょう！

２月11日（日・祝）10:00 ～
　　　　　　　会場 … 教化部・大拝殿（どなたでもご参加いただけます）

　　　　　　　配信 … Facebook グループ「生長の家東京ムスビのひろば」で配信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Zoom での配信はありません）

＜プログラム＞
　国歌斉唱、皇居・橿原神宮・伊勢神宮遙拝、橿原奠都の詔 奉読、組織代表祝辞
　教化部長 挨拶（第一教区から中継配信）、『紀元節奉祝歌』斉唱

神性開発 三多摩見真会三多摩見真会
と　き … ２月17日（土）～18日（日）

昼　食 … お弁当希望の方は、組織を通じてお申し込みください

・参加奉納金は右表のとおりです。
・ネット参加者の奉納金は随意

4 4

です。
　　　後日、教化部にご奉納ください。

・「午前のみ」「午後のみ」参加の場合も、

プログラム

注①   ネット参加の場合、浄心行で焼却する浄心文はご家庭で記載され、封筒に入れて
　　   2/16 までに教化部に郵送してください。封筒の表に「浄心文 在中」と必ずご記入
　　   ください。こちらでは開封はせずに、封筒のまま焼却いたします。

注②   各プログラムは Zoom と Facebook（東京ムスビのひろば）でライブ配信されます。
　　  Facebook は後日の視聴もできます（祈り合いの神想観実修は除く）

１日目（２/17 土） ２日目（２/18 日）
10：00 開会の祈り・挨拶（田村 連合会長） 9：53 聖歌『日の輝くように』斉唱
10：10  先祖供養祭

　　祭司：鶴田智昭 講師
聖経『甘露の法雨』『天使の言葉』

10：00  体験発表　天地朋子 講師
10：15  体験講話「神意に導かれ使命に生きる」

  　　市川安美 講師（東京第一教区）

11：25 聖歌合唱の時間 ～みんなで歌おう ～

11：40 （昼食・休憩） 11：40 （昼食・休憩）

12：30  神想観実修（先導：大林幸江 講師）12：30  神想観実修（先導：倉橋弘 講師）

13：00  「浄心行について」
　　髙倉明子 講師

『“ 新しい文明 ” を築こう（中巻）』

13：00  「神癒について」
　　久都間繁 教化部長

新版『詳説  神想観』

13：30 （浄心文記載・会場準備） 13：30 （会場準備）
13：40  浄心行実修

　　先導：大沢高虎 講師
聖経『甘露の法雨』　（注①）

13：40  祈り合いの神想観実修
　　先導：久都間繁 教化部長
（Zoom 参加者も祈ってもらうことが出来ます）

15：00 （連絡事項） 15：00 閉会の祈り・挨拶（國本 会長）

１日目 ２日目
奉納金 １, ０００円 １, ０００円
弁当代 　  ５００円 　  ５００円

奉納金は 1,000 円となりました。
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〝
コ
ト
バ
の
力
〟
で

理
想
を
実
現
し
よ
う

　
　
　
　

 

大
橋 

美
樹
子

　

四
十
年
来
の
親
友
か
ら
「
今
年
は
息
子
と
一

緒
に
『
日
時
計
日
記
』
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
て
、

佐
世
保
教
化
部
で
も
う
一
冊
買
っ
て
き
た
よ
」

と
嬉
し
い
ラ
イ
ン
が
来
ま
し
た
。

　

東
京
で
の
一
人
暮
ら
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
テ

レ
ワ
ー
ク
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
Ｕ
タ
ー
ン

し
て
以
来
、
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
息
子
さ
ん
。

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
指
導
に
よ
る
の
か
、
息
子

の
良
い
と
こ
ろ
を
百
個
書
き
出
そ
う
と
、
親
子

で
頑
張
っ
て
い
る
様
子
で
、
そ
れ
な
ら
私
も
！

と
、
と
り
あ
え
ず
今
年
か
ら
二
人
暮
ら
し
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
「
夫
様
」
の
良
い
と
こ
ろ
を

…
と
思
っ
て
書
き
始
め
た
が
、
な
ん
と
五
個
し

か
見
つ
か
ら
な
い
！　

ま
し
て
や
、
年
末
か
ら

松
の
内
の
姑
の
葬
儀
ま
で
、
朝
か
ら
晩
ま
で
顔

を
つ
き
合
わ
せ
て
い
る
と
、
お
互
い
欠
点
し
か

見
え
て
こ
な
い
。
百
ヶ
日
法
要
の
店
選
び
で
も

意
見
が
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
は
『
日
時
計
日
記
』
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

帳
代
わ
り
に
持
ち
歩
い
て
、
毎
日
ち
ゃ
ん
と
書

く
！　

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
は
ず
で
し
た
…
。

　

総
裁
谷
口
雅
宣
先
生
は
『
日
時
計
主
義
と
は

何
か
？
』
の
１
３
３
頁
に

　

現
実
的
に
は
ま
だ
「
光
明
」
が
充
分
に
現
れ

て
い
な
く
て
も
、
現
象
の
背
後
に
あ
る
実
相
を

信
じ
て
、
そ
れ
を
コ
ト
バ
」
で
認
め
、
引
き
出

す
こ
と
で
、
地
上
に
「
光
明
」
が
現
れ
る
―
―

そ
う
い
う
信
仰
と
原
理
な
く
し
て
、
日
時
計
主

義
は
成
立
し
な
い
か
ら
で
す
。

　

と
お
説
き
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
だ
、
私
も
理
想
を
描
い
て
、
コ
ト
バ
の

白鳩会白鳩会

普
及
誌
拡
大
対
策
部

担
当
副
会
長

　

今
年
は
「
能
登
半
島
地

震
」
の
発
生
を
受
け
て
、

二
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

新
年
皇
居
一
般
参
賀
は
取

り
や
め
と
な
り
、
予
定
さ

れ
て
い
た
方
は
残
念
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
一
月

八
日
（
月
・
成
人
の
日
）、

第
一
教
区
と
第
二
教
区
の
有
志
で
皇
居
参
賀
を

行
い
ま
し
た
。

　

晴
天
の
皇
居
前
広
場
に
集
合
し
た
の
は
両
教

区
の
男
性
十
二
名
、
女
性
四
名
。
第
一
教
区
の

鈴
木
相
愛
会
連
合
会
長
先
導
に
よ
る
神
想
観
実

修
、
第
二
教
区
の
織
田
相
愛
会
連
合
会
長
に
よ

る
皇
居
遥
拝
と
万
歳
三
唱
を
行
い
、
ご
皇
室
へ

の
新
年
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
自
主
的
皇
居
参
賀
は
ペ
ア
教
区
相
愛
会

員
の
連
帯
感
を
高
め
る
た
め
に
、
ま
ず
は
新
年

の
皇
居
参
賀
か
ら
始
め
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

そ
の
後
、
相
愛
会
員
有
志
で
新
年
会
を
行
い
、

両
教
区
相
愛
会
の
情
報
交
換
、
今
年
の
抱
負
な

ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

相愛会相愛会

皇
居
参
賀
を
行
い
ま
し
た

山
口 

賢
次
郎

地方講師会地方講師会 

節
分
の「
鬼
」

副
会
長　

渡
邉 

由
美
子

　

古
来
、
鬼
は
煩
悩
や
欲
望
を
持
つ
人
の
心
に

住
み
着
き
、
ま
た
、
形
の
見
え
な
い
災
害
・
病
・

飢
饉
な
ど
、
人
間
の
想
像
力
を
超
え
た
恐
ろ
し

い
出
来
事
は
鬼
の
仕
業
と
考
え
ら
れ
て
来
ま
し

た
。
節
分
の
豆
ま
き
に
は
、
そ
れ
ら
を
追
い
出

し
た
り
、退
治
し
た
り
す
る
効
果
の
あ
る
豆（
魔

滅
）
を
撒
く
こ
と
で
、
魔
除
け
や
邪
気
払
い
を

す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

私
は
、人
の
心
の
中
の
一
番
の
鬼
は
「
執
着
」

だ
と
思
い
ま
す
。
わ
が
子
に
対
す
る
「
執
着
」

か
ら
悩
み
苦
し
み
が
生
じ
ま
す
。
物
事
や
お
金

に
対
す
る
「
執
着
」
か
ら
人
と
の
争
い
が
始
ま

り
ま
す
。
環
境
の
破
壊
も
そ
れ
が
拡
大
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
事
に
も
囚
わ

れ
な
い
自
分
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

因
み
に
渡
辺
姓
は
、
平
安
時
代
、
源
頼
光
の

家
来
の
一
人
で
あ
っ
た
渡
辺
綱
（
わ
た
な
べ
の

つ
な
）
が
鬼
退
治
を
し
て
鬼
の
腕
を
切
り
取
り

持
ち
帰
っ
た
た
め
、
鬼
は
怖
く
て
近
寄
れ
な
い

の
で
〝
豆
ま
き
は
し
な
く
て
良
い
〟
と
い
う
伝

説
が
あ
り
ま
す
。
わ
が
家
で
は
こ
の
伝
説
が
生

き
て
い
て
、
私
は
結
婚
以
来
豆
ま
き
は
し
て
い

ま
せ
ん
。（
こ
の
伝
説
に
は
、
鬼
が
老
婆
に
化

け
て
腕
を
取
り
返
し
に
来
た
、
な
ど
諸
説
が
あ

り
ま
す
）

相
愛
会
顧
問

力
で
実
現
さ
せ
て
い
け
ば
い
い
ん
だ
！　

と
思

う
と
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
友
人
の
息
子
の
再
出
発
を
願
っ

て
『
日
時
計
24
』
を
４
月
号
か
ら
「
贈
呈
」
で

贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第 50 回  末一稲荷神社 初午祭
　日時：２月 12 日 ( 月 )　午前 11 時～（配信なし）
　場所：生長の家宇治別格本山（参列はできません）

　末一稲荷神社は、かつて谷口雅春・輝子先生御夫
妻が御自宅にて 45 年間に亘り神誌拡大を祈願され
てきた由緒ある御神霊です。教勢発展・繁栄祈願、
受験合格にも霊験が高いと評判です。
　お申し込みは、教区の各組織事務局へ。

末一稲荷神社
「教勢発展・繁栄祈願」受付中！

『日時計日記』2024 年版

上下２冊に分かれ、薄く扱い
やすくなっています。

　　定価 950円（税込）

　　教化部で販売中です
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生
長
の
家
で
は
「
観
世
音
菩
薩
は
、
あ
ら
ゆ
る
姿

と
あ
ら
わ
れ
て
私
た
ち
に
救
い
の
説
法
を
宣
示
し
た

ま
う
」
と
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
特
別

な
人
だ
け
が
〝
説
法
〟
を
聴
け
る
の
で
は
な
く
、
神

想
観
を
通
し
て
心
の
耳
を
澄
ま
し
て
さ
え
い
れ
ば
、

誰
で
も
そ
れ
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
世
界
に
あ
る
真
っ
当
な
宗
教
の
「
教
え
」
は
、
そ

の
〝
声
な
き
声
〟
を
深
く
傾
聴
し
た
と
こ
ろ
に
生
ま

れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
各
宗
教
に
受
け
継
が

れ
た
「
行
」
の
実
践
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
す
べ
て
を

生
か
す
愛
や
智
慧
が
湧
出
す
る
の
で
あ
る
。

　
元
日
に
石
川
県
で
能
登
半
島
地
震
が
発

生
し
、
翌
二
日
に
は
羽
田
空
港
で
、
日
航

機
と
海
上
保
安
庁
の
航
空
機
が
衝
突
し
て

炎
上
す
る
と
い
う
大
事
故
が
起
き
た
。
自

然
災
害
と
人
的
災
害
と
原
因
を
異
に
し
て

い
る
が
、
何
れ
も
観
世
音
菩
薩
の
〝
声
な

き
声
〟
と
し
て
こ
れ
を
傾
聴
す
る
こ
と
か

ら
、
私
た
ち
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　
能
登
半
島
地
震
の
報
道
か
ら
私
が
教
え

ら
れ
た
こ
と
は
、
普
段
か
ら
の
①
水
や
食

料
の
備
蓄
。
②
近
隣
の
人
た
ち
と
の
心
の

絆
。
そ
し
て
③
災
害
時
を
想
定
し
て
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、「
水
や
食
料
の
備
蓄
」
は
、
内
閣
府
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
三
日
分
以
上
が
基
本
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
人
命
救
助
の
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン

が
七
十
二
時
間
（
三
日
間
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
発

災
し
た
当
初
の
行
政
は
救
助
・
救
命
を
最
優
先
す
る

た
め
、
自
身
や
家
族
を
守
る
た
め
に
は
最
低
で
も
三

日
分
の
食
料
を
備
蓄
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
ま
た
、

関
東
大
震
災
級
の
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
場
合
は
、

「
一
週
間
分
」
以
上
の
備
蓄
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
る
。

　
能
登
で
も
、
発
災
後
の
数
日
間
は
行
政
の
支
援
が

行
き
届
か
ず
、
電
気
も
水
道
も
止
ま
り
困
窮
に
耐
え

て
い
る
人
た
ち
に
、
地
元
の
一
人
の
主
婦
が
、
ご
自

宅
の
ガ
ソ
リ
ン
に
も
事
欠
く
中
で
「
飲
料
水
」
を
軽

ト
ラ
に
積
ん
で
明
る
く
配
っ
て
い
る
姿
が
ニ
ュ
ー
ス

で
報
道
さ
れ
て
い
た
。
自
然
災
害
は
〝
想
定
外
〟
な

こ
と
ば
か
り
山
積
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
近
隣
の
人

と
の
「
心
の
絆
」
の
大
切
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
る
光

景
だ
っ
た
。　

神
仏
に
導
か
れ
て
生
き
る
信
仰
者
に
は
、

随
所
で
一
隅
を
照
ら
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
大
切
な
の
は
、
ど
ん
な
に
悲

惨
と
見
え
る
状
況
の
渦
中
に
あ
っ
て
も
、

そ
こ
に
一
縷る

の
光
明
を
見
出
し
て
新
価
値

を
湧
出
さ
せ
る
智
慧
と
、
艱
難
を
光
明
へ

と
転
ず
る
逞
た
く
ま
し
い
力
で
あ
る
。
も
し
自
身

が
、
発
災
後
に
難
を
免
れ
て
い
た
の
で
あ

れ
ば
、
周
り
や
ご
縁
あ
る
人
と
の
絆
を
普

段
か
ら
築
い
て
お
け
ば
、
機
に
応
じ
て
縦

横
に
お
役
に
立
て
る
の
で
あ
る
。

　
神
想
観
と
は
神
と
の
対
話
で
も
あ
る
。

朝
夕
の
祈
り
の
時
間
に
ど
ん
な
こ
と
で
も

神
に
委ゆ
だ

ね
て
い
れ
ば
、
ヒ
ラ
メ
キ
や
、
直

感
や
、
ふ
と
し
た
行
為
と
な
っ
て
日
々
導

か
れ
る
の
だ
。

　
そ
れ
は
自
我
（ego

）
中
心
の
意
識
が
、
神
の
子
・

人
間
へ
と
次
第
に
目
覚
め
て
生
長
す
る
過
程
で
も
あ

る
。
そ
の
〝
祈
り
〟
を
通
し
て
経
験
す
る
心
の
深
い

振
幅
が
、
や
が
て
魂
を
豊
か
に
円
熟
さ
せ
、
被
災
時

に
限
ら
ず
人
生
の
随
所
で
家
族
や
ご
縁
あ
る
人
々
を

導
く
の
で
あ
る
。

信仰随想　　　川のほとりにて  11

観世音菩薩からの警鐘

久
く

都
つ

間
ま

 繁
しげる

（東京第一教区・第二教区教化部長）

久都間教化部長が地域を巡る講演会です。
地区を越えて、どなたでもご参加いただけます。

　と　き …２月21日（水）13:00 ～ 15:00
　ところ … Ｓ＆Ｄたまぐーセンター（青梅）
　テキスト … 『新版  幸福を招く 365 章』
　奉納金 … 300 円
　プログラム（予定）

13:00　神想観実修
13:30　開会の挨拶
13:35　体験談
13:45　講　話
14:25　質疑応答 ・感想
14:45　行事案内
14:55　閉会の挨拶 ･ 祈り 住所：青梅市上町 374 番地

Ｓ＆Ｄたまぐーセンター
（青梅市文化交流センター）

＜アクセス＞　・ＪＲ青梅駅より徒歩５分ほど。
　　　　　　　・近くにコインパーキングがあります。

生長の家オープン食堂
愛といのちのムスビの広場

地域社会を結ぶ光の輪

２/25（日）　12:00 ～ 13:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ラストオーダー）

  会　場：教化部ロビー
  対象者：どなたでも
  メニュー：ひじき御飯
　　　　 すいとん  他

（写真はイメージです）

食事代
は無料
です

食数は40食
までとなります

教化部長による 地区講演会
西多摩、青梅
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 〈
報
告
〉　
12
月
23
日（
土
）

冬
季
青
少
年
一
日
見
真
会

小学生 15 名、幼児５名 　

４
年
ぶ
り
に
餅
つ
き

が
復
活
し
、
鏡
も
ち
作

り
や
藁わ
ら

を
使
っ
て
辰た
つ

を

か
た
ど
っ
た
し
め
飾
り

作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
か
ら
は

「
も
ち
つ
き
の
き
ね
が

お
も
た
く
て
お
ど
ろ
き

ま
し
た
」「
生
長
の
家

に
久
し
ぶ
り
に
こ
れ
て

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
」
な
ど
の
喜
び
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

 〈
報
告
〉　
１
月
７
日（
日
）

新
年
祝
賀
式
・
地
方
褒
賞
授
与
式

地方褒賞授与 新年祝賀式聖歌隊先導 　

新
年
の
始
ま
り
を
祝

う
新
年
祝
賀
式
を
教
化

部
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

感
染
対
策
が
緩
和
さ

れ
た
た
め
、
久
し
ぶ
り

に
聖
歌
隊
の
先
導
で
聖

歌
や
「
一
月
一
日
」
の

歌
を
合
唱
し
、
新
年
に

相
応
し
い
華
や
か
な
祝

賀
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
褒
賞
授

与
式
で
は
一
〇
三
名
の

方
に
表
彰
状
や
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 

 

 

12:30 神想観 

13:00 講話：久都間繁 教化部長 

13:45 終了 
 

 

 

 

 

13:45 熟年のつどい 

会員の祝福聖経読誦 
 

☆☆３３月月はは３３月月６６日日（（水水））第第二二教教区区かからら  

実相研鑽ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ 

２月１１００日(土土) 12:30～ 

年齢性別を問わず、どなたでも参加できます 

白鳩会 熟年のつどい 

久都間教化部長 指導による 

青少年ネットフォーラム

神様からのプレゼント
Part 37

内　　容　楽しいプログラムを企画中です！楽しいプログラムを企画中です！

対　　象　小学１～６年生、幼児（４歳以上）小学１～６年生、幼児（４歳以上）

保護者同伴可・見学どなたでも可保護者同伴可・見学どなたでも可
４歳未満の幼児も希望があれば参加可４歳未満の幼児も希望があれば参加可

参加方法　【参加者とその保護者】【参加者とその保護者】

ZOOMでご参加ください。ZOOMでご参加ください。

２月 11日（日）13:30 ～ 14:30
２/３（土）10:00 ～ 11:30

場　　所：教化部・１階ロビー（予定）
講　　師：澤登仁惠 講師
テキスト：『夢の地平線』谷口純子先生著
＜プログラム＞　10:00　開会
　　　　　　　　　　　　　10:05　ミニ講話　澤登仁惠講師
　　　　　　　　　　　　　10:20　テーマを元にした語らいの時間

＊「 子ども預かり」 あります。
＊ 温かい飲み物と美味しいお菓子をご用意！

生教会「幸せを運ぶ教育フォーラム」

　親子で “ 心豊か ” に “ 伸びやか ” に
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　梅の香りに誘われてハナアブやオオクロバエが花の蜜
を求めてやってくる。ミツバチだけでなく、ハエが梅の
花で蜜を吸っているのを見ると、コラムはわくわくしだす。
もうすぐモンシロチョウが羽化してくるからだ。菜の花が
一面咲いて、モンシロチョウが舞い遊ぶ。子供のころの
懐かしい濃尾平野の光景だ。今は見られなくなってしまっ
たいのちの躍動する季節だ。オオクロバエがいなくなっ
たのは都市化が進み発生源である野生動物の排泄物や
死骸が見られなくなってしまったからである。環境衛生
の観点からすれば好ましことかもしれないが、生態学的
には大問題で、ハエが花に来ないと花粉の媒介が行わ
れず、植物にとっては実がならなくなり、次世代を生産
することができなくなる。不自然なことだ。
　地球温暖化をストップさせる一番の方法は脱原発であ
り、自然エネルギーへの切り替えである。これは、政治
判断と政治力により達成可能であり、手腕のあるトップ
の出現を待たなければならない。
　第二は自然林、特に生物多様性の宝庫、新旧大陸の
熱帯雨林の保全であり野生動植物菌類の保護である。

2030 年までに政府、自治体、家庭で
SDGs が達成されれば温暖化はストップ
し、安定に向かうはずである。
　プーチンさんの執務室にゴキブリがい
たら、ロシアとウクライナの戦争は起こ
らなかったであろうと思っている。熱帯
起源のゴキブリは温暖な生産力の豊か
な生物多様性の熱帯雨林が故郷である。
ロシアがもう少し温暖であれば、豊かさ
の象徴であるゴキブリのすむ国になっていくであろう。日
本でも、戦前は、ゴキブリはめずらしく、北海道には寒
すぎていなかった。ゴキブリ博士の故朝比奈正二郎先生
は「黄金虫は金持ちだ」の歌の “ 黄金虫 ” は甲虫の “ コ
ガネムシ ” ではなく、ゴキブリであるとよくおっしゃって
いた。根拠はききそびれたが、先生の説明で自分も今は
そうだろうと思っている。ゴキブリがいるような家は金持
ちで、冬も暖房が効いた部屋に住み、食べ残しが台所に
散らばっている、そんな金持ちの家を貧乏人がうらやま
しがって歌っている。のだと。

 続・森からのメッセージ（80）

なぜ地球は暑くなってしまうのか？（5）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　　倉橋　弘（文と写真） 

＜筆者紹介＞　元地方講師会長
　国立感染症研究所客員研究員
　ミュージアム・リサーチフェロー
　環境省希少野生動植物種保存推進員
★このコラムは、『聖使命新聞』
　掲載文の続編として連載中。“Biodiversity sustains the Life of Earth and You” HappyFly

原発は即時止めるべ
きである。小出裕章
先生のインタビュー
特集号
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会　場　名 日 曜 時間 会場責任者 派遣講師
昭島 13 火 13:00 佐藤洋子 管原恭子
福生 16 金 13:30 冨田栄子 佐藤洋子
新町 27 火 10:30 小林百合子 市川洋子
羽村 27 火 10:30 土屋合子 　〃
青梅梅郷 15 木 10:30 浅田龍子 小林正行
青梅 15 木 10:30 吉原千津子 　〃
青梅畑中第一 6 火 13:30 田中勝代 澤登仁惠
青梅畑中第二 9 金 13:30 福島ひろ子 星谷絹代

母 親 教 室
母 / 小金井いずみ 13 火 10:00 花岡恵美子 山上教江
母 / 清瀬 21 水 10:00 瀬尾絵梨子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
母 / 西東京のびのび 24 土 10:00 宮崎朋子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
母 / 調布こでまり 15 木 10:00 藤田友子 榎本尚子
母 / ハッピーママ府中 15 木 10:30 大塚美佳代 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
母 / 町田緑山つくし 8 木 10:30 齋藤美子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ

青 年 会 誌 友 会
輪読ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ 3 土 20:00 小西由希子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ

栄 え る 会 支 部 例 会
三鷹支部例会 3 土 10:00 榊間裕 田名網昇
ひばり支部例会 10 土 14:00 鸙野昌一 輪読会
大国魂支部例会 10 土 14:00 榊間裕 　〃

生 命 学 園
町田生命学園 25 日 10:00 佐々木晴代 忠生市民センター
国分寺生命学園 4 日 10:00 岩田幸枝 教化部
日野生命学園 4 日 10:00 山口節子 教化部
八王子生命学園 25 日 10:00 押見美耶子 未定
西武生命学園 4 日 10:00 塚原光子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
府中生命学園 24 土 10:00 中村純子 教化部
国立生命学園 4 日 10:00 中田民子 教化部

　 ミ ニ イ ベ ン ト
ＰＢＳ種別 日 曜 時間 主催者 会場

内容、その他 事前申込み
クラフト倶楽部 10 土 13:00 榊間　裕 教化部

木工工作（本立て作り） 不要

※ 

派
遣
講
師
が
出
講
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
会
場
責
任
者
と
相
談
し
、
無
理
な
ら
講
師
会
事
務
局
に
連
絡
を
。

＜ 本部の行事開催基準 ＞
行事（誌友会を含みます）を行う時は、
下記を守って行ってください。

      ① マスク着用について
基本的に “ 個人の判断 ” に委ねますが、高齢者が
多い場合は着用を推奨。

      ② 手洗いや消毒によって手指の衛生を保つ
      ③ 換気を行う
      ④ 体調不良者の参加は控えてもらう
      ⑤宿泊を伴う行事での対応

上記①～④の対応に加え、食堂、風呂、就寝場所
等において、人と人とが近接しないように配慮する。

（2023 年５月 17 日付　参議会決定より）

白鳩会 IT 対策部主催

スマホ教室のご案内
LINE、Facebook、Zoom など

　何でもやさしく、お教えします。

と　き：２月27日（火）13:30 ～
ところ：教化部・１階  信徒休憩室
対象者：第二教区の組織会員
　　　　参加無料、予約不要

日 曜 誌 友 会 （ 東 京 第 一 教 区 主 催 ）
時間：12:30 ～ 14:00（最初の 30 分は神想観実修）
場所：東京第一教化部・大拝殿
配信：Zoom と Facebook( 東京ムスビのひろば ) で配信

月 日 曜 担当 講師 テキスト
2 4 日 東京第二 小林正行 無し
2 11 日 休会
2 18 日 東京第一 相子省子 無し
2 25 日 東京第一 駒崎八重子 無し

  参加者募集！

真理の言葉を音楽にのせて、明るく楽しく歌います。
　日時：２月２日（金） 13:30 ～ 15:30
　　　　２月９日（金） 13:30 ～ 15:30（Zoom）

　　　　２月 25 日（日） 13:30 ～ 15:30
　場所：教化部・大拝殿または３階研修室
　持ち物：聖歌歌詞集、あれば楽譜
組織会員はどなたでもご参加いただけます。

♪ 聖歌練習日♪

主催：聖歌対策部

会場責任者は、開催日の１週間前までに派遣講師と
連絡を取り、打合せを行ってください。
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会　場　名 日 曜 時間 会場責任者 派遣講師
相 愛 会 誌 友 会

三鷹 4 日 10:00 上森茂 君塚静男
武蔵野 4 日 10:00 加藤嘉寛 　〃
小金井本町 8 木 11:00 鶴田智昭 大沢高虎
立川砂川 24 土 10:00 濵田實 佐藤辰夫
国分寺東恋ヶ窪 24 土 10:00 布井剛 　〃
東久留米大門 25 日 11:00 倉橋弘 君塚静男
武蔵村山 11 日 13:30 比留間康夫 小林正行
府中 17 土 13:30 佐藤辰夫 佐藤辰夫
調布国領 4 日 14:00 渡辺勝城 登阪義市
国立梅 19 月 13:00 小林正行 布井剛
国立櫻 毎 土 6:30 織田孝 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
八王子南 24 土 14:00 小野耕司 織田孝
日野 18 日 13:30 増田博保 小野耕司
青梅中央 24 土 14:00 清水新二 榊間裕
羽村 24 土 14:00 小林正行 　〃

相 愛 会 壮 年 層 誌 友 会
八王子ひばり 鸙野昌一 輪読会

白 鳩 会 誌 友 会
三鷹駅前 15 木 13:30 西村きぬこ 石川律子
三鷹東第一 16 金 14:00 阿部希枝子 梶山きみえ
武蔵野第一 8 木 春山由美子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
三鷹井口第一 8 木 13:30 高橋多恵子 市川洋子
三鷹井口第二 8 木 13:30 吉野紀代子 　〃
武蔵野祥南 3 土 13:30 加藤幸子 中村純子
小金井第三 12 月 13:30 林瑞穂 安田トシ子
東久留米第一 1 木 13:30 須谷珠己 安田トシ子
東久留米第二 1 木 13:30 寺西静枝 　〃
清瀬 1 木 13:30 瀬尾絵梨子 　〃
東久留米新川第二 15 木 13:30 水城イツ子 押見美耶子
東久留米新川第三 9 金 13:30 土屋利恵子 椚啓子
田無緑町 24 土 13:30 西原幸子 早川純子
田無 16 金 13:30 元美也子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
ひばり 7 水 10:00 橋岡マユミ ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
小平小川東町① 15 木 13:30 吉井裕子 時任泰子
小平小川東町② 1 木 10:30 大林幸江 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
小平仲町第一 8 木 14:00 宮武三鈴 甲斐和子
小平仲町第二 13 火 10:30 杉山廣子 丸山有潮
小平天神町 15 木 14:00 二俣玲子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
東村山南 21 水 13:30 井澤和子 二俣玲子
武蔵村山第一 16 金 13:30 國近明美 吉原千津子
武蔵村山三ツ木 16 金 13:30 比留間富子 　〃

会　場　名 日 曜 時間 会場責任者 派遣講師
調布下石原第一 1 木 10:00 菅みどり ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
調布下石原第二 1 木 10:00 藤田友子 　〃
調布下石原第三 1 木 10:00 更家文惠 　〃
調布若宮第一 15 木 10:30 仁井由紀子 大橋美樹子
多摩川 15 木 10:30 藤平睦子 　〃
飛田給道場第一 5 月 10:30 吉松貴子 濵田智惠子
飛田給道場第二 20 火 18:00 菅原美千代・テレザ 赤坂妙
稲城矢野口 9 金 13:30 渡邉由美子 時任泰子
稲城長峰 毎 木 13:30 田村ミツエ ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
稲城向陽台 毎 木 13:30 藤本和子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
府中天神 3 土 横山恭子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
府中北山 9 金 13:30 山上教江 青砥僖子
府中本宿第一 7 水 10:30 赤坂妙 二俣玲子
府中本宿第二 8 木 13:30 高倉明子 渡邉由美子
国分寺東恋ヶ窪第一 19 月 13:30 布井登茂子 長島倫子
国分寺東恋ヶ窪第二 14 水 13:30 峯岸順子 春山由美子
国分寺泉町 27 火 13:30 飯坂道子 濵田智惠子
西国分寺 9 金 13:30 大村眞知子 寺西静枝
国分寺光 2 金 10:30 高橋優 藤平睦子
国分寺東元町 26 月 13:30 時任泰子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
国立東第一 1 木 10:00 永島衣美 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
国立東第二 15 木 13:30 織田美智子 大村眞知子
国立中第一 3 土 13:30 中田民子 梶山きみえ
国立中第二 3 土 13:30 出野八千代 　〃
国立富士見台 3 土 13:30 村瀬伸子 　〃
立川柴崎第一 26 月 13:00 永井恵子 椚啓子
町田玉川学園 8 木 13:30 石川悦子 田村ミツエ
町田金井第一 4 日 13:30 武内千鶴 髙橋優
町田緑山 22 木 13:30 齋藤・老田 澤登仁惠
町田鶴川第三 22 木 10:00 中濱広子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
町田能が谷 5 月 13:30 中田・大野 春山由美子
町田野津田 22 木 13:30 小関三起子 國近明美
町田金森 16 金 13:30 菅原恭子 金谷啓子
町田忠生 8 木 13:30 大橋美樹子 長島倫子
町田相原① 7 水 13:30 上田志真恵 加藤幸子
町田相原② 25 日 10:30 吉原早苗 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
町田鶴川第一 1 木 10:00 小池洋子 輪読会
日野多摩平 24 土 13:30 平部雅子 髙橋優
日野平山 6 火 10:00 橋本祐子 押見美耶子
日野西 6 火 10:00 馬場君子 馬場君子
日野三沢 13 火 13:30 山口節子 恒川鼓
日野仲田 4 日 13:30 前谷雅子 ﾈｯﾄﾌｫｰﾗﾑ
八王子七国寺田② 8 木 13:30 押見美耶子 大村眞知子
八王子楢原めじろ台① 18 日 13:30 小形明子 小形明子
八王子楢原めじろ台② 9 金 13:30 加藤幸子 髙倉明子
元八王子 15 木 13:30 今井紀美子 甲斐和子
八王子下恩方 6 火 13:30 石井みのる 輪読会
八王子川口 1 木 13:00 鎌倉美佐子 中濱広子
八王子寺町 19 月 13:30 澤登仁惠 早川純子
八王子平岡町 19 月 13:30 二ノ宮ゆう子 天地朋子
八王子南大沢 15 木 13:30 加志すみ子 山口節子
八王子別所 15 木 13:30 早川いづみ 山口節子
多摩大塚 25 日 13:30 大澤裕水 峯岸順子
多摩落合 25 日 13:30 梅村聖子 　〃

２月 誌友会予定表
※ 
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誌友会テーマ…… 「食生活に信仰を表す」
誌友会テキスト… 『46 億年のいのち』
　　　　　　　　機関誌２月号、 普及誌３誌２月号

母親教室テーマ…… 子供の願い、親の願い
　　　　　　　　　 ～ 反抗期と思春期の子供の接し方 ～
母親教室テキスト…  普及誌『白鳩』２月号
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★３日（土）10:00「聖典等拝読のつどい」（相）
　テキスト：『生命の實相』第 14 巻〈倫理篇 下 / 教育篇〉
　対象者：希望者はどなたでも参加できます

★３日（土）20:00「輪読ＮＦ」（青）
　方　法：ZOOM でライブ配信
　テキスト：『この星で生きる』谷口純子先生著　　
　対象者：20 ～ 40 代の青・壮年層
　ZOOM ID は青年会事務局より希望者にご案内します。

★ 10 日（土）12:30「実相研鑽ネットフォーラム」
　　　　　　　    　　　　　 ・「熟年のつどい」（白）
　指　導： 久都間 繁 教化部長
　テキスト：『新版 生活の智慧 365 章』　（４頁参照）
　　※ 實相研鑽ＮＦはどなたでもご参加いただけます

★ 13 日（火）10:30「壮年ＮＦ」（白）
　　　　４頁の案内をご覧ください。

★ 20 日（火）12:30 「地方講師研修会」（講）
　テーマ：インターネットを活用して運動を進めよう
　指　導：久都間 繁  教化部長
　発表者：山口賢次郎 講師
　　　　　真田邦夫 講師（東京第一）
　テキスト：機関誌 2024 年 １ 月号
　　　　　機関紙 2023 年 11 月号
　方　法：教化部もしくは Zoom
　　　　　　（メイン会場は東京第二教化部）

★ 28 日（水）12:30
「母親教室出講講師勉強会」（白）

　テーマ：「美しい地球を子供たちに」
　　　　　　～ 未来世代への責任として ～
　指　導：久都間 繁  教化部長
　発表者：山上教江 講師
　　　　　川美由基 講師（東京第一）
　テキスト：『母親教室出講のための手引き』
　　　　　『日々の祈り』『夢の地平線』
　　　　　『神さまと自然とともにある祈り』
　　　　　『森の日ぐらし』、普及誌『白鳩』３月号
　方　法：教化部もしくは Zoom
　　　　　（メイン会場は東京第一教化部です）
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の日
　毎月15日を「一汁一飯の日」

とし、浮いた食事代を国連世界

食糧計画(WFP)へ教化部を通じ

て寄付する運動を始めています。

　教化部に専用の募金箱を設置

しましたので、ご利用ください。

「神想観」配信のご案内
休館日を除く毎日 12:30 ～13:00

教化部長または地方講師が神想観を先導
する様子を配信します。

　Zoom ID　９２７－９２７－０３０１
　Facebook グループ「東京ムスビのひろば」
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日 曜 ２月　行事予定表　（青文字は教化部長が出席・指導）
1 木 休館日
2 金 分社月次祭 1030（観世音）、聖歌練習日 1330

3 土 [ 相 ] 聖典等拝読のつどい 1000、[ 教 ] 教育フォーラム 1000
[ 青 ] 輪読ＮＦ 2000 ネット

4 日 責任役員会・六者会議 1000、オープン食堂運営会議 1315 ネット併用
5 月
6 火 [ 白 ] 正副 1000、[ 講 ] 正副 1315
7 水 休館日（2/11 の振替）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参議会）
8 木 休館日
9 金 聖歌練習日 1330（Zoom）ネット併用

10 土 [ 相 ] 正副 1000 ネット併用、[ 教 ] 役員会 1000
◇実相研鑽ＮＦ（[ 白 ] 熟年のつどい）1230 ネット併用

11 日 建国記念の日祝賀式 1000（教化部長挨拶配信）ネット併用
青少年ＮＦ 1330 ネット、青年会育成会議 1430 ネット併用

12 月 休館日（振替休日 )
13 火 [ 白 ] 壮年ＮＦ 1030 ネット、[ 講 ] 正副推進 1315
14 水 [ 白 ] 正副 1000
15 木 休館日　　【一汁一飯の日】
16 金 （搬入日）
17 土 三多摩見真会（先祖供養祭、浄心行）ネット併用
18 日 三多摩見真会（体験講話、祈り合いの神想観）ネット併用
19 月 職員献労 1320
20 火 ◆ [ 講 ] 地方講師研修会 1230 ネット併用、職員会議 1530
21 水 地区講演会（西多摩、青梅）1300
22 木 休館日
23 金 休館日（天皇誕生日）
24 土 [ 栄 ] 役員会 1000
25 日 [ 相 ] 会長会議 1000 ネット併用、オープン食堂 1200、聖歌練習日 1330
26 月 [ 講 ] 派遣委員会 1330
27 火 [ 白 ] 総連・対策部長会議 1000、ISO 内部監査 1315 ネット、スマホ教室 1330
28 水 ◇ [ 白 ] 母親教室出講勉強会 1230 ネット併用
29 木 休館日

一汁一飯の日

「◆◇」印のある行事
　東京第一教区との合同行事。
　◆印の方がメイン会場です。


